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田中会長／今日は石崎君の卓話です。毎週の例会は石

崎君のカメラワークでタブレット配信されていま

す。感謝です！ 

才高副会長／石崎さん本日の卓話よろしくお願いしま

す。 

山口幹事／宮重さん、ようこそ高岡ロータリーへ。 

中村君／宮重光男さんの幹事ゲストを歓迎して。繁忙

期でホームクラブの欠席が続き、お詫びいたします。 

山岡君／宮重光男さん、ようこそ高岡 RC へ！誕生祝

ありがとうございました。 

西村君／3 月 29 日、のむら商工振興会主催の富山ドリ

ームス応援パブリックビューイングを無事開催す

ることができました。当クラブの北日本新聞社さん、

読売新聞社さん、北日本放送さん、チューリップテ

レビさん、報道協力ありがとうございました。感謝

いたします。試合は終了間際の逆転勝利で大変感動

しました。 

竹田君／先日、帝国ホテルでの総会にて、『社会的貢献

表彰・優秀賞』をいただきました。『能登半島地震の

際の対応への評価』と、『地域との日頃の取組への評

価』が主な理由です。今後とも努力を重ねてまいり

ます。 

高木君／4月 22日より国宝瑞龍寺ライトアップが開催

されます。今年は『春の特別夜間拝観』として 14 日

間にわたる開催です。皆さんのご来場をお待ちして

おります。今日は石崎会員に卓話でライトアップ事

業の歴史と今年の見所などお話ししてもらいます。

石崎会員、よろしくお願いします。 

荒井君／先日誕生祝いをいただきまして、ありがとう

ございました。 

谷道君／誕生祝い、ありがとうございます。 

中野君／本日、途中早退よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 瑞龍寺ライトアップは 2000 年に高岡青年会議所の

30 周年記念としてスタートしています。今年 2025 年

で開催 25 年目の節目になります。青年会議所は 2000

年から 2004 年ごろまで開催していて、第 2 期として

2005 年から瑞龍寺と町内会に事業が移管されました。

このころから協力金 300 円を徴収し、当日券は 500 円

になったと聞いています。企業協賛も始まり、北日本放

送が広報活動に参画しました。 

第 3 期として 2007 年からは南部活性化推進協議会

が入り、北日本新聞社と北日本放送が共催で「瑞龍寺に

100 万人呼ぼう」という大きなキャンペーンをスター

トしました。この時から現在の組織体制になっていま

す。当初は 2007 年冬のライトアップからスタートし、

夏も開催して年 2 回実施するようになりました。 

2008 年には年間来場者数が過去最多の 8 万 8500 人

に達しました。この年にはシャトルバスの運行を開始

し、オリジナル曲「幻想瑞龍寺」も作りました。2011

年に春のライトアップに移行し、4 月 28 日から 30 日

までの春の開催を初めて実施、約 1 万 8800 人が来場

しました。同年に「夜の祈り実行委員会」という別の実

行委員会も作って、冬と夏のイベントを引き継ぎ、年 3

回の開催体制となりました。 

2012 年からは美濃市の明かりアートの展示を始め、

2014 年にはプロジェクションマッピングを導入しま

した。その後、2020 年、21 年はコロナで中止せざるを

得ず、22 年の夏に 3 年ぶりに再開、春のライトアップ
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は 2023 年に 4 年ぶりに再開しました。ただ来場者は

2008 年がピークで、そこから徐々に減少しています。

マンネリ化や天候の問題、3 日間という期間の限界も感

じていました。コロナ明けは来場者がなかなか戻らず、

シャトルバスの利用者も減りました。 

そこで今年は、高木会長と永田実行委員長に直談判

して、25 周年を機にタイトルも含めて完全に変更する

ことにしました。2 週間の開催とし、チューリップフェ

アの期間に合わせることで観光バスの誘致も狙ってい

ます。チューリップフェアには約 350 台の観光バスが

来るそうです。旅行会社からは「3 日間ではツアーは組

めない」とずっと言われていたので、今年思い切って変

更しました。 

新しい試みとして、ジャイアントフラワーを展示し

ます。直径 3 メートルもある大きな花や、瑞龍寺の梅

鉢紋をモチーフにした花、3 メートルのチューリップな

どを作ります。また、入口には 2 メートルほどの行灯

や提灯による装飾も考えています。入場料も全国の他

のライトアップイベントに合わせて 1000 円に設定し、

前売り券はやめて当日券のみの対応とします。コロナ

以降シャトルバスの乗車数が減っているため、シャト

ルバスの運行も中止します。 

このイベントはロータリーのメンバーの皆様からた

くさんご協賛いただいて成り立っているものです。こ

の場を借りて感謝申し上げます。そして、まだまだご協

賛受け付けておりますので、よろしくお願いいたしま

す。本日はありがとうございました。 

    

 

 

 


